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下水道の普及

下水処理場の高度処理化

処理施設の適正管理

雨水吐 合流式下水道改善事業

合併処理浄化槽の普及

合併処理浄化槽の高度化

処理施設の適正管理

単独処理浄化槽
下水道への接続
合併処理浄化槽への転換
処理施設の適正管理

し尿処理場
下水道への接続
合併処理浄化槽への転換
処理施設の適正管理

雑排水 生活排水対策の実施

対策の場

下水道

合併処理浄化槽

◆目標:汚濁負荷を分流式下水道並みにする等

○貯留施設の整備 ○浸透施設の設置

○雨水吐へのスクリーンの設置

○下水管の能力アップと雨水吐の堰高の改良

東京湾流域別下水道整備総合計画及び個別の下水道整備計画に基づき下水道の更なる普及が進む

下水処理場の高度処理化が進み、処理水質が向上する

大都市

中小都市

下水処理場の施設維持管理は、水環境保全のための前提条件

下水道普及が飛躍的に進み水環境改善に大きく貢献した

人口密集地は集合処理で、非密集地は合併処理浄化槽で処理 費用対効果を考慮した適切な配置を進める

高度処理型の合併処理浄化槽へ切替を奨める

生活排水対策重点地域の指定

生活排水対策基本計画の策定

啓発

東京湾は他湾に比べ下水道人口普及率が高いのが特徴である。今後の生活排水対策は、下水道と合併処理浄化槽が中心と

なり、更なる普及が進められる。また、高度処理化も順次進められるとともに、高度処理共同負担制度により費用対効果

を考慮したより効果的な処理が進むと考えられる。

また、合流式下水道の普及率が高いのも特徴である。従って、現在進められている合流式下水道改善対策は、大きな環境

改善効果があげられると期待される。

なお、中長期シナリオでは、平成36年度段階において、生活排水処理率は全域でほぼ100%に達すると考えられている。

生活系の中長期シナリオの概要

下水処理場の一部高度処理化も並行して進められた

下水道・合併処理浄化槽に適宜転換させる

下水道・合併処理浄化槽に適宜転換させる

くみ取り、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換が進んだ

平成12年浄化槽法

改正。単独処理浄

化槽の新設禁止。

高度処理化も進められたが、雑排水が未処理であるため課題も多かった

合併処理浄化槽の一部高度処理化も並行して進められた

昭和45年の下水道法改正により、分流式下水道により重点的に整備することとなった

施設維持管理は、水環境保全のための前提条件
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